
































































































































































































































































































































































































































































































法文：経済地理学(】、 lｕ 1／２ｕ＝２ｈ 1ｕ＝1.5ｈ ｌｕ＝2ｈ





































































































































































































































































































































































































































Ｐ′]､Ⅱ|琢治 Ｐ（担）’1,Ⅱ|琢治 Ｐ（授業担任）中村新太郎 Ｐ（担）野満隆治
ＡＰ石縫五郎 ＡＰ′1,牧実繁
鏡記入











理（生物）：植物地理学(7) P Ｘ け Ｌ神保忠男(8) Ｘ 田勤 館脇操 燕記入




北海道 理（地質鉱物）：地鎧学：自然地理学 無記入Ｘ ＡＰ佐々保雄












































































































































































































































































































植物地理学 物物物物物物植生植生生生・・・識展．・・理理理・理理理．．・一過．．．｛凧北｛凧』輝北“北叫北宙へ宙へ一果幽北宙へ一果一采 皿酪咀犯鋤羽９９９９９９１１１１１１ 東北(理)生物学第五講座〔植物生態学〕(1927）東北(理)生物学第五舗座〔植物生態学〕(1950）東北（理）生物学科助教授北海道（農）植物学講座東北（理)生物学科助教授東北（理)生物学科助教授広島文理生物学科教授
採鉱
冶金
ＴＮ石１１|成章
高壮吉
京都：工
九州：工
鉱業地理
鉱業地理
東京・理･地質
東京・工・採鉱及冶金
1899
1897
京都(理）でも地質鉱物学の講師
九州（工)採鉱学第二瀦座（1911）
れによって，専攻の違いが地理学に対する選好に差
を生ずるか否か，また同じ専攻の内部で地理学を選
ぶことが単なる偶発事であるか否かを知ることがで
きよう)。なお,受講者と学科課程との関係では次の
点にも留意する必要がある｡すなわち四つの法文(文
政）学部ではいずれも卒業生の６割ないしそれ以上
力怯学士であり，経済学士と文学士とはその残りを
占めるに過ぎない（城大・台大では「経済学士」は
与えられない)。したがって,学科課程では文科の学
生を念頭において地理学の講義が設けられたとして
も，実際の受講者はむしろ法・経の学生が主体をな
すことがありうる。このような受講者の構成も講義
担当者に対し影響を与えるのではなかろうか。
受講の実態を知るためには成績表またはそれに類
する資料が必要となるが；現在のところそれを閲覧
するには至っていない。いくつかの散発的な資料に
よる限り，地理学の受講者は必ずしも多くはないよ
うである４１)。以下では，受講者の性質に関して，部
分的に残存している九大法文学部の｢卿舞相届｣42）
を用いて上述の諸点について例示する43)。この｢届」
は，地理学が開講されていた学期のものとしては３
学期分が残っている力：そのうち昭和８年度第１学
期の「届」には地理学の欄がない。したがって対象
となるのは昭和11年度第１学期の209人分と13年度第
1学期の197人分とである｡当時の法文学部は１学年
150～200名ほどであるから，人数的には１学年分余
に当たる。
地理学を受講した者は昭和11年度は９人，１３年度
は28人(また13年度には田中定の経済学演習(｢北九
州の経済地理論｣）を剛参した者が８人いる。ただし
この演習と地理学とをともに受けた者は１名のみ）
である。残りの科目について調べていないため履修
者数の相対的な大小を判定することはできない力；
大人数の講義とは言えないであろう。学士号を確認
しえた受講者は，昭和11年度の９人中７人，１３年度
の28人中23人である。その比率は，前者では，法学
士が57％，文学士が43％であり，後者では，法学士
が30％,経済学士が43％,文学士が26％44)であった。
したがって先に述べたように，絶対数の上では文科
専攻者よりも法・経の専攻者の方が多い45)。また，
13年度に経済専攻者の勵参が多いことは，当時の法
文学部学生の構成（法：６０％強，経：２５％弱，文：
15％弱）を考えると一層顕著である。
他の科目との関連は地理学を選択しなかった者に
ついて調べていないため半面的な指摘に留まるが！
以下の点を指摘しうる。まず，１３年度では，地理学
選択者は同時に「支那経済論」を選択していること
が多い（22名)。他には｢鉱業脚（16名)，「会計学」
（16名)，「商業政策／国際経済｣（15名)，「民法第三
部」（14名)，「社会学」（13名)，「国史／日本思想史
概説｣(12名）などを選択している。これは経済専攻
者の受講が多いためであろう。１１年度については地
理学l雷Mi参者が少ないため，あまり明確ではない。つ
ぎに文科専攻者と歴史関係の講義との関連について
みる。１１年度には国史関係７，東洋史・西洋史関係
各４，の講義・演習が開かれたのに対し，地理学を
受講した文科専攻者でこれらの講義・演習を卿参し
た者の合計延べ人数は，国史関係９人，東洋史関係
７人，西洋史関係６人であった。一方13年度には，
国史８，東洋史・西洋史各４の講義・演習に対して，
国史12人,東洋史６人,西洋史８人,の勵参者があっ
た（もとより，これだけでは史学内部の専攻の違い
から，講義担当以後のものであっても記入した。
氏名の前に「※」の付いている者は，重出している（同時期に複数の場所で講義している場合と，時期を異
にしている場合とがある)。
氏名の前の，「Ｔ｣は地球学団の，「Ｎ｣は日本地理学会の，会員であることを示す（脱会者を含む)。
菅原窓は京大医学部をも卒業（1921）
小野鐵二は京大経済学部をも卒業（1920）
､‘
1）
2）
7３
によって地理学選択に違いが生ずるか否かは，判断
できないが)。
７.これらの講義を地理学専攻者が本務として担
当することは稀である。このことは，地理学教室の
出身者が相当数に達した1930.40年代になっても，
それ以前と大差ない。また地理学者は文系学科での
講義を担当することが多かった。
８．地理学者以外の担当者は,主として（東大の）
地質学科出身者と植物学科出身者とである。地質学
出身者は地質学科での講義だけでなく他の学科の講
義をも担当している｡これに対し植物学出身者はもっ
ぱら植物地理学のみを担当した（逆に植物地理は植
物学者によってのみ講義された)。
９．専攻別の学生の構成比とも関係して，学科課
程の編成に当たって想定されていたであろう専攻課
程の受講者に比べて，それ以外の専攻の受講者の方
が多いことがある。
しかしながら，学科課程における地理学の位置付
けを通してそれの編成者が地理学に対して何を求め
ていたかを推測するという点に関しては，ほとんど
明らかになしえなかった。講義の担当者にとって，
かかる需要の内容は，学科課程によって明らかにな
るよりも，むしろ状況的にすでに会得されているか
あるいは講義の場で履l参者との対応を経て認識され
るのかもしれない。したがって，講義の内容や使用
した教科書さらには受講者の性格を調べることが
一層重要であると思われる。また日本の事例と諸外
国の事例とを比較することも必要であろう。それら
を基として高等教育における教育需要の地理学に対
する影響を考えることは今後の課題としたい。
Ⅳ結び
本稿では，近代日本地理学が成立．展開するに当
たって地理学界外からの需要がいかに作用したかを
考察する作業の一環として，旧制国立大の地理学教
室以外の学科課程における地理学の位置付けや担当
者などを検討した｡その結果勺次の点が明らかとなっ
た。
１．地理学の講義は帝大では当初文科大で行われ
ていたに過ぎないｶﾈ大学・学部の増設にも伴って，
次第に多くの大学．学部で行われるようになり,1943
年には医科大．医学部を除く国立大の全学部の60％
以上で科目名に「地理」を付する講義が学科課程に
設けられるに至った。
２．地理学を採用した学科のうち主なものは，文
系では文学部の史学系学科と経済（商）学部（およ
び農学部の農業経済学科),理工系では理学部の地質
学科・植物学科と工学部の採鉱冶金学科うである。
３.文系の学科における採用が急増したのは，主
に大正中期から昭禾l]初年である。これに対し理工系
では，その時期の他に戦時中（1941年以降）にもう
一つの採用の急増期が認められる。
４．文系の場合では学科開設当初から地理学を採
用している例が多い。また採用する比率も高い。こ
れに対し理工系では，学科開設から地理学採用まで
の期間が長くかつ採用率は低い。
５．理工系学科における地理学関係の講義は，学
科課程の中で周辺的な位置におかれていることが多
い。地理学が多少とも重要な位置を与えられたのは
史学科と商学科を中心とした経済学部とであった。
６．文系の学科での講義の実施状況を見ると，ほ
とんどの場合毎年開講されていたことが確認される。
また課外の講義や他の学科目の講義題目として「地
理」の付いた講義が行われたことも少なくない。
〔付記〕本稿作成に当たり御指導いただきま
した東京都立大学の杉浦芳夫先生，ならびに本
稿の要旨を発表した日本地理学会地理思想史作
業グループ第７回例会(1987年９月）の席上有
益な御批判を下さった諸先生方にお礼を申し上
げます。また筆者の照会に応じあるいは資料を
閲覧させていただいた下記機関に対しましても
7４
感謝いたします：九州大学経済学部事務部学生
掛・工学部事務部学生掛・工学部資源工学科事
務室・七十五年史編集室・附属図書館・文学部
事務部学生掛・理学部事務部学生掛・理学部地
質学科事務室，京都大学庶務部広報調査課広報
掛・附属図書館・文学部事務室教務挑皇学館
大学附属図書館,神戸大学附属人文社会科学系
図書館，東京大学経済学部事務室教務掛・経済
学部図書鑓･総合図書館･農学部事務部教務掛・
百年史史料室・文学部事務部教務掛・理学部事
務部教務鋤東京工業大学附属図書館東北大
学記念資料室・附属図書館・文学部事務部教務
係・理学部事務部教務係，名古屋大学附属図書
館・理学部教務係，一橋大学百年記念資料室・
附属図書館（五十音１１頂）
３）たとえばJohnstonの世代モデル（Johnston，
1983など)が挙げられる．立岡(1985ａ）はそれに
対する批判である．
４）外部社会のうち地理学以外の学界(ことに地理
学の隣接分野)に対しては地理学界内部と同様に論
文・専門的著作が重要な媒体であろうが,地理学と
関係の薄い学界や全体社会に対しては啓蒙的な著述
が主たる媒体となるであろう．ここで｢論文など」
というのは，専門的・啓蒙的両著作を指す．
５）初等教育においては，地理(学)的知識は専門
家によって教授されるわけではないが,その内容は
教科書などの形で専門家が供給する．
６）旧制国立大では教授会が制度化されており，こ
の教授会に対して学科課程の審議権が認められてい
た．ただし当初の帝大令には教授会に関する規定が
なく,審議権は評議会に与えられていたに過ぎない．
しかし既にその時にも,各分科大学を基本的な単位
として,教授・助教授が｢集会シ教授ノ課程及其方
法ヲ協議｣する制度が学内的にできていた(東京大
学百年史編集委員会,1984ａ，ｐ299)．そして1893
年の帝大令改正によって,教授会が法的に認められ，
同時に学科課程の審議権も与えられたのである．官
立大の場合は,教授会の設置とそれに対する審議権
付与とは各官立大学官制に規定されている．
もとよりこれは審議権に過ぎないため(少なくと
も形式上は)教授会が自由な制定者なのではなく，
新しい学科課程を施行するには文相(植民地大学の
場合は各植民地長官)の許可が必要であった(帝国
大学総長職務規定・官立大学長職務規定)．また帝
大では，文相の許可を求めるまえに，「大学内部ノ
制規｣に関して審議権を有する評議会においても審
議されたであろう．
７）東京大学を帝国大学に改組する（1886年)に当
たって,当初,理科大学には,純粋数学・応用数学・
星学・物理学・化学・動物学・植物学・地質学と並
んで,地理学を独立の学科として設置することが計
注
１）たとえばゲッセン（1987）がある．一方，かか
る論題を設定すること自体に対する批判としてはマー
トン（1961）・ベン＝デービッド（1986）などを，
また擁護としてはShapin（1982ルブルア（1985）
などを，参照のこと．
2）この問題に関する古典的な研究としては,飯塚
（1949)を挙げることができる．近年の注目は,一
つには地理学内部におけるhumamsticapproachや
radicalismの勃興の結果として生じたものであろう
（たとえばLeyandSamuels(1978)やPeet(1977）
所収の論文を参照のこと）．また一つには,科学史・
科学社会学におけるexternalapproachへの関心が，
Stoddart（1981ａ）の指摘するように多少とも屈
折した形としてではあっても,直接ないしは他の学
科を経て伝播してきた結果であると考えられる．さ
らに,この問題に対する関心を普及させるに当たっ
ては,1977年の科学史学会における地理学史のコロ
キウムとそれをまとめたStoddart（198ｌｂ）との
影響も少なくないと思われる．
7５
ある東亜同文書院大(東亜同文会により設立され1939
年に認可される）と満州医大(満鉄により設立され
1922年に認可される）とがあった(国立教育研究所，
1974,ｐｐ３３６～337．東亜同文書院については大学
史編纂委員会(1982）を参照した）．これらの大学
は,1944年に行政の内外一元化がなされるまで文部
省の所轄ではなく，各植民地長官(総督・長官)の
監督を受けた(東亜同文書院は外務省の所轄)．な
お満州国には1942年までに13の大学(すべて単科）
が創られたという(国立教育研究所,1974,ｐ､337）．
12）これらのなかで地理学を全く取り入れていなかっ
た大学は,旅順・東京・大阪の３工大と阪大との４
校であった．なお,９帝大の医学部の学科課程に地
理学関係の講義が含まれたことはなく,学部レヴェ
ルで見れば旧制国立大の学部(法・医・工・文・理・
農・経・商）のなかで唯一の例外をなす．
13）帝大創設を出発点としたのは,それ以前の東京
大学(1877年設置）と比べ,帝国大学が研究者の機
関として明確に性格づけられているからである(言
うまでもないが,帝大において扱われるべき｢学術
技芸｣が｢国家ノ須要二応スル」ものであることは，
帝大が単なる教育機関ではなく「孜究｣のための機
関でもあることと直ちに抵触するわけではない）．
なお帝大創設は,正式の訓練を受けた邦人教授陣に
よる専門職業的研究者集団の成立でもあった(天野，
1977）．
14）旧制国立大学は，国立大学設置法（1949年）に
よって廃止された．しかし学部はその時点での学生
が存在する限り存続した．
15）以下で｢明治19/20年」などとあるのは「自〔ま
たは従〕明治19年／至明治20年｣の年度用の｢一覧」
のことであり，「昭和５年」などとあるのは「昭和
５年(度）〔｢度｣のついている大学とついていない
大学とがある〕」用の「一覧」のことである．すな
わち，いずれも各『一覧｣の表紙に記された年次で
あって,奥付に示された実際の発行年とは相違する
画された．しかしこの企ては結局実現せず,帝大令
には法科大の学科のみが規定されただけで,他の分
科大学ではおおむね東大時代のままの学科が部内的
な事実として存続するにとどまった(東京大学百年
史編集委員会，1984ａ，ppl22-125；東京大学百
年史編集委員会，1984ｂ，pp792-796）．それに
もかかわらず,またこのとき地理学に求められた内
容も不明ではあるが,専門職業的地理学に対する高
等教育レヴェルでの需要はすでにこのときから存在
していたと言えよう．
８）しかも石田もまた網羅的に扱ってはいない．し
かるに需要の実体を掴むためには網羅的に調べるこ
とは避けられない．なお個別の分析には吉田(1982）
などがある．
９）旧制大学の多くは何らかの前身校を有する(た
とえば官立大は文理大を除いてすべて専門学校が昇
格したものである．ただし,大学昇格前の神宮皇学
館は内務省の管轄に係る｢専門学校二準ズル学校」
（文部省専門学務局｢高等諸学校一覧｣)であった）．
しかし以下で｢創設」・「設置」などというときは，
いずれも帝大令・大学令による大学となったことを
指すのであって,前身枝の設置を指すのではない．
10）1944年,官立商業大学官制が官立経済大学官制
に改められた結果,商大は経済大となった．後出の
注17)･18）を参照．
11）このうち６医大は戦後(1946～48年)に設置さ
れたものである．また名古屋医大と大阪工大とはそ
れぞれ名大医学部・阪大工学部となり,教育制度改
革以前になくなっている(なお大阪府立医大も阪大
創設のために官立移管されたが,官立医大とはされ
ず,直接に阪大医学部となった）．一方，２帝大(京
城・台北）と旅順工大および皇学館（1946年廃止）
は新制大に継承されなかった．
ちなみに,外地もしくは外国に創られた日本の大
学(いわゆる植民地大学)には，官立である京城・
台北の両帝大と旅順工大との他に,形式上は私立で
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20）地理学教室での講義については各学校史に多少
とも詳しい記事がある．すなわち京都帝国大学(1943,
ｐｐ､723～729)，京都大学文学部（1956,ppl80～
189),東京大学百年史編集委員会(1987,Pp602～
614)，東京文理科大学（1955,pp281-282）．な
お「人文地理｣には，各新制大学の地理学教室の講
義題目が掲載されている（第３巻（1951）第３号，
ｐｐ８２～９６；同第４号,ｐｐ７０～７１；第６巻(1954)，
ｐｐｌ５６～164；第７巻(1955)，ｐｐ､234～246；第８
巻(1956),ｐｐ２２６～236；第11巻(1959)，ｐｐ､372～
385）．
21）ここで取り上げたのは全て，「地理(地誌)」と
いう名称を科目名の中に明示的に含むもののみであ
る．理学部における｢地形学｣や農学部水産学科の
「海洋学｣など,あるいは地理学の関係科目である
かもしれないが一切割愛した．また各学科課程は，
施行の日時が明記されている場合にはそれによった
が,そうでない場合には各年度の『一覧｣に載って
いる規定を当該年度通用しているものと見なした．
22）以下では官立大＝単科大は一つの学部と見なす．
また便宜上,1918年以前の分科大学も学部と呼ぶ．
23）1921年の学科課程の改定の結果,開講科目が課
程表に明記されなくなったため,地理学が課程に含
まれるか否かは厳密には判断が困難である．ただし
注30）に示した毎年度の「講義題目」による限り，
地理学は,いわゆる必修選択の科目からはずされて
随意科目的な扱いを受けている．
24）東大文学部史学科に関しては吉田（1982）に，
京大文学部史学科に関しては京都大学文学部(1956,
pl81)などに記述がある．また台大文政学部は大
正初期の東大の講座編成を模したということである
（富田，1983,ｐｐｌＯ１～102）から，学科課程も同
様であるかもしれない．東大の縮小版として構想さ
れたという点は,九大法文学部も同じである(九州
大学創立五十周年記念会,1967ａ，pP209～210）．
２５）ただし,課程表には学年配当を明示せず毎年度
ことがある．なお下記のものは,欠本その他の理由
により国会図書館では閲覧できなかったため,それ
ぞれ末尾に掲げた機関に所蔵されているものに依っ
た．
.『東京帝国大学一覧」（明治30/31年，３１/32年，
３８/39年,大正５／６年,昭和15年）：東京
大学総合図書館
.『東京帝国大学要覧」（大正10/11年，１１/12年，
１３/14年,１４/15年,昭和２／３年，４年）：
東京大学百年史史料室
．『東京（帝国）大学一覧」（昭和16年，１７年，
１８/27年）：東京都立大学附属図書館
.『東北（帝国）大学一覧」（昭和６／７年，９／
１０年，12年～15年，１９/23年）：東北大学
記念資料室
．『九州帝国大学一覧｣(大正13年,昭和15年）：
九州大学七十五年史編集室
.『東京商科大学一覧〔注17）参照〕」（大正９／
１０年，１２/13年，１４/１５年，昭和12年，１５年，
１７年，１８/20年，２４年）：一橋大学附属図
書館
．『神戸商業大学一覧」（昭和５年～７年，９年，
１０年，１３年３月，１３年６月，１４年）：神戸
大学附属人文社会系図書館
16）国会図書館所蔵の昭和17年度版は新設された理
工学部の学科課程の部分が破損されている．このた
め城大理工学部は未調査である．
17）1944～47年は東京産業大という名称であった．
したがって昭和18/20年度版は『東京産業大学一覧」
である．また昭和24年度版からは『一橋大学一覧」
となった．なお,昭和21年～23年版は発行されてい
ないという（一橋大学附属図書館）．
18）1944年に神戸経済大と改称したしたがって昭
和17/22年版は「神戸経済大学一覧」である．
19）皇学館大の学則制定は1942年である．それゆえ
昭和16年度の｢一覧｣には学科課程は載っていない．
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初めに発表する，という方式を採用した学科課程が
多い．また履修の自由を原則的には認めながら,標
準的な履修例を提示して実質的に学年配分を行って
いる例もある．
26）例外は，地理学科独立前の東大の地質学科と，
鉱物学科（1907～19年の間のみ）とである．
27）東大の初期の史学科の課程に習ったものであろ
うか,史学のなかでも西洋史の専攻課程は他の専攻
課程よりも強く地理学と関係している場合がある．
すなわち,東北大では西洋史専攻者の課程にのみ経
済地理学が選択科目として加えられている．また台
大では当初，「西洋史学，史学地理学」という科目
が置かれていた．ただし注33)に示したように,大
正期以降の東大・京大での講義を見る限りでは,地
理学と国史もしくは東洋史との結び付きの方がむし
ろ強いといえる．
28）1938年の文部省告示91号によって,東大の史学
科卒業生は地理科の中等教員免許が無試験検定で取
得できるようになった(取得するには当然,一定数
の地理学関係の単位が必要である）．おそらくは歴
史科の有資格者にとって地理科の資格も併せもつこ
とが便利だからであろう．
29）九州大学創立五＋周年記念会(1967ｂ，pp338～
342）によれば，1943年10月以降，法科の政治学専
攻の課程には｢経済地理｣が選択科目として入って
いる．文科の「地理学」の他に「経済地理｣が置か
れたのだとすれば,当然経済科の必修ないしは選択
科目にも加えられていたであろう．
30）資料としては,それぞれの学部・学科の各年度
（学期）の時間割・「講義題目」などを用いた．年
度途中における変更は記入されていないことが多い
ので,これによる調査も現実の第一近似に過ぎない
ことは言うまでもない．調べのついている学部・期
間とその資料名および所蔵機関とは以下の通りであ
る(資料名はしばしば変更されている場合があるが，
煩を避けるためここでは通用期間の長いものを挙げ
また年度の表記法は『一覧｣の場合と同様であ
(注15）を参照のこと））．
･東大文学部：「講義題目」（｢文学部学生便覧」
所収),大正１／２年～(ただし昭和20年度を
除く．同年度のものは発行されていない可能
性が高いという）．東京大学文学部事務部教
務掛．
･東大理学部：「理学部学科配当表」（昭和14年
度以降の『東京帝国大学理学部便覧」所収)，
昭和14～18年10月．東京大学理学部事務部教
務掛．
･東大経済学部：「授業時間割｣(『東京帝国大学
経済学部便覧」所収)，昭和９年，１０年．東
京大学百年史史料室．
･京大（全学）：『京都帝国大学講義題目｣，昭
和16～17/18年．京都大学附属図書館．
･京大文学部：『京都帝国大学文学部講義題目｣，
大正13年～昭和18年.京都大学文学部事務室
教務掛．
･東北大法文学部：「法文学部第一,二,三学年
授業時間表｣，昭和３年～12年（昭和４年度
を除く．また昭和９年度のみ，４月発行のも
のと５月発行のものとがある）．東北大学記
念資料室．
･九大法文学部：『九州帝国大学法文学部講義題
目』，昭和２年～（複写製本されたものでさ
らにその上から鉛筆による書き込みが有る．
なお昭和18年度後期以降は,｢文科関係科目」
の写しのみ)．九州大学文学部事務部学生掛．
・東京商大：『学生授業要覧／東京商科大学｣，
大正12年～(ただし昭和19年度および20年度
を除く）；「東京商科大学講義要綱』，大
正15年～昭和14年,17年(昭和11年を除く）．
ともに一橋大学百年記念資料室．
･神大：『神戸商業大学講義要綱｣，昭和５年，
７年～13年,16年.神戸大学附属人文社会系
●
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図書館．
また次の機関には当該学部・大学に関するこれらの
資料は保存されていないという：
・東大：経済学部事務室教務掛・同学部図書館，
農学部事務部教務掛，総合図書館
・東北大：理学部教務掛,文学部教務掛,附属図
書館
・九大：工学部事務部学生掛・同資源工学科事務
室,経済学部事務部学生掛,農学部事務部学
生掛,理学部事務部学生掛・同地質学科事務
室，附属図書館
・名大：理学部事務部教務掛，附属図書館
・皇学館大：附属図書館
なお学校史のなかには，たとえば京都帝国大学
（1943）・京都大学文学部(1956）・東京帝国大学
（1942)などのように,主として講座担当者の行っ
た毎年度の講義を比較的詳しく記録しているものも
ある(ただし記載の細かさは,同じ書中でも部局に
より相違することが多い）．
31）九大では1927年度から1938年度までおおむね３
年に１度ずつ開講され,その後は毎年行われた．一
方東大では,学科課程の変更にもかかわらず,1920.
1921年度を除いて1929年度まで毎年｢地理学概説」
が講義された．山崎直方の死後,７年間はこれを承
けるものがなかったが,1937年度以降は辻村太郎と
松井勇とによって毎年開講されるようになった．な
お東京商大では1934年度のみ休講としている．また
東北大では「地理学演習」が設定されていたが，こ
れは1936.1937年度に行われたのみである．
32）九大法文学部の授業は1928年度から法科・文科・
経済科に区分された．文科に分類されている地理学
の講義についてはすでに触れたが,1933年度の寺田
貞次の講義は｢経済地理｣の科目名で経済科の欄に
も記録されている（題目は「人文地理学｣で文科と
変わらず,「文科ノ地理ト同一ナリ」という注記が
ある）．そして1934.1937年度には経済科の欄Iこの
み「経済地理（学)」の講義が記されている．ただ
し,九州大学創立五十周年記念会(1967ｂ，ｐ498）
によれば，経済地理の講義は1934年度に行われただ
けという．
33）東大の場合,1912年度には国史学として喜田貞
吉の｢国史地理｣が,1915年度には(山崎直方の｢史
学一般」としての「地理学概説」とは別に）「史学
一般／歴史地理学｣として坪井九馬三の｢歴史地理
学｣が,1931.1936年度には支那文学として塩谷温
の｢支那文学地理｣が,1934.1936.1938年度には
東洋史として和田漬の「支那歴史地理｣が，それぞ
れ行われた．
一方京大では,喜田貞吉が担当する1924.1933年
度の「国史地理」または「日本歴史地理」は国史と
地理とで特殊講義として(おそらくは二重に)登録
され，また1928.1929年度の「国史と地理」と「国
史地理」とは随意科目たる「副科目」に含められて
いる（1926年度の「日本歴史地理｣は地理学でのみ
特殊講義とされ逆に1932年度の｢日本歴史地理｣は
国史でのみ特講とされているので,これが誤りでな
い限り，明治末からしばしば行われた喜田の｢国史
（日本歴史)地理｣(京都帝国大学,1943,pp683～
692）では，受講者の専攻を何ほどか考慮した講義
がなされていたのかもしれない）．この他に,宮崎
市定の「支那地理書講読」（1933～35年度）は副科
目（地理学専攻生は必修）として，森鹿三の「支那
歴史地理研究法」（1937年度）は東洋史と地理との
特殊講義として開かれた．
34）演習の題目が具体的に示されているのは1937.
1938の２年度のみであるが,３７年度(通年)には三
田村一郎が｢南洋の経済史的並に経済地理的研究」
という題目で,1938年度第１学期には田中定が｢北
九州の経済地理論｣という題目で,演習を行ってい
る．
35）東北大では1931.1933.1935年度には｢経済地
理学」ではなく「植民地理学」が，1936.1937年度
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というよりもむしろ講義題目と見なして,この類に
属せしめるべきかもしれない．
）『神戸商業大学一覧｣（昭和16年版以前）には前
年度(昭和13年６月版以降は当該年度)の開講科目
とその聴講者数とが記されている．それによると石
橋五郎・田中薫の「経済地理（第一部)」（必修）と
「経済地理（第二部)」（選択．1931年度以降開講）
との聴講者数はそれぞれ以下の通りである〔年度の
後の括弧の中の数字は当該年度の学生総数(研究生・
選科生を除く）〕・
年度第一部第二部
１９２９（222）：２０６
１９３０（432）：２１７
１９３１（642）：２２２１１５
１９３２（618）：１８４４６
１９３３（604）：１６８２９
１９３４（602）：２４３１０６
１９３５（605）：２１４１８５
１９３６（638）：１９４８６
１９３７（657）：２３４２０３
１９３８（666）：〔無記入〕６６
１９３９（667）：〔無記入〕１３９
１９４０（659）：「未定」２５
このように神大の場合は,選択科目たる｢経済地理
（第二部)」の履修者が,総体としては少ないとは
言えないにしても，１年ないし２年の周期をもって
大幅に増減している．
一方,九大工学部採鉱学科の1927年から1934年の
卒業生の成績表では，「鉱業地理」の受験者は皆無
であり，1935年以降は同科目の欄自体がなくなって
いるという（同学部資源工学科事務室からの聴き取
り）．また同理学部地質学科の1941年入学者５名の
うち,「鉱業地理｣を受けたのは１名に過ぎない(成
績表による．同学科事務室からの聴き取り）．
さらに,東北大法文学部の昭和18年度・１９年度の
卒業生の学籍簿によれば,地理学の受講生はいない
には「地理学概論」ではなく「人文地理学」が行わ
れた．九大でも1936年度以前の講義には,それぞれ
「経済地理学」・「経済地理学概論」・「人文地理
学」・「地理学概論｣という講義題目が付いている．
また神大の「経済地理（第二部)」では対象地域名
が副題として添えられている．
36）地理学教室のある京大文学部・東大理学部・東
京文理大の場合は,名簿に記された担当者を全て掲
げると煩雑になるため,他の専攻課程の必l参科目の
担当者であることが明らかである場合のみ,これら
を記した．東大理学部と東京文理大との欄がないの
はそのためである．
37）『講義題目」によれば1942年度には小野鐵二が
担当したらしいが，『一覧」には寺田貞次の名前を
掲げている．
38）ただし，「大正拾四年拾壱月壱日現在／地球学
団々員名簿｣(『地球｣第４巻(1925年)第６号付録）
には,京大理学部の小泉源一の名前が載っている(他
の年の名簿にはなし）．第３表・第４表には示さな
かったが,小泉は1930年から植物学第三講座〔植物
分類学〕を担当し,植物分類学と植物地理学とを講
じたという（京都帝国大学,1943,ｐｐ９２０～923）．
『京都帝国大学講義題目』によれば,少なくとも1941
年度から1942/43年度には「東亜植物地理」の講義
があったことが確かめられる．なおこの時期には勵
物地理学｣の講義も行われていたが,その担当者で
ある川村多実二(動物学第二講座〔動物生理・生態
学〕担当）も地球学団員であった．
39）1922年に京大理学部に地質学科が設置された際，
副科目の－つに地理学が設けられた．しかし履修模
範例でこの地理学を含んでいるのは地質学専攻の課
程だけである(京都帝国大学,1943,pp920～923）．
40）ただしこれが文学部のみの特徴であるか否かは，
理工系学部について調査がほとんど済んでいない現
時点では判断しかねる．あるいは上述の(地理学か
ら見た）特殊性からすれば，「植物地理」は学科目
41）
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（同文学部教務係からの聴き取り）．
42）この「履修届」は，厚手の紙であるため，（お
そらくは戦中もしくは戦争直後に)その裏面がスク
ラップブック用の台紙として利用され仮綴じきれた
ものである．現在,同大学七十五年史編集室に保管
されている．
43）既述のように法文学部の地理学は受講者の点で
興味ある対象であるが,東北大では戦災のために成
績表すらほとんど失われているという〔同文学部教
務係からの聴き取りによる．なお広浜(1953,ｐ､45）
にもその旨の記事がある〕・城大・台大の資料も入
手は困難であろうから，九大の事例は貴重である．
44）田中の経済学演習のみの履修者も加えると,法
２５％，経54％，文21％となる．
45）このことは受講者の学年とも関係するであろう．
調べえた13年度の履修届は２年生ないしは３年生の
ものである．
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